
 

東西条スマイルプラン～心に響く体験を生かした道徳の時間の年間指導計画（第２学年） 

 

 

 

 

 

 

 重点内容項目の指導構想 

道徳の時間 学

期 

教科･特別活

動など 

総合的な学習の時間 

生活科 ロング 

ユニット 

ショート

ユニット 

常時活動 

一

学

期 

音楽 

「えがおできょ

うも」 

国語 

「教えてあげ

る，たからも

の」 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

２－（１） 

１－（２） 

４－（４） 

 

 

 

 

 

 

２—-（２） 

３－⑴ 

 

二 

学

期 

音楽 

「えがおかがや

いて」 

特別活動 

「創立記念発表

会」 

国語 

「おもちゃの作

り方を教える

お店をひらこ

う」 

 
１-（２） 

１-（３）

４－（４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－⑵ 

２－（３） 

 

 

 

三

学

期 

 

図工 

「おもちゃ 

を作ろう｣ 

  

 

 

 

 

２－（４） 

４－（２） 

 

 

 

 

 

１－⑵ 

 

 

学校教育目標 

◎豊かな心をもち，たくましく生きぬく子どもを育成する 

めざす２年生の子どもの姿 

○ 誰とでも仲良く活動する 
○ 進んでいろいろなことに挑戦していく 
○ 最後まであきらめない 

道徳教育重点目標 

◎ 進んで学ぶ子 
◎ 命を大切にする子 
◎ 手をつなぐ子 

道徳の時間の重点内容項目 

〈２－(3)信頼友情〉 
〈２－(2)思いやり・親切〉 
〈１－(3)善悪の判断．勇気〉 
〈１－(2)勤勉努力〉 

ふ
れ
あ
い
そ
う
じ
・
ふ
れ
あ
い
サ
ー
キ
ッ
ト 

教

わ

ろ

う

地

域

の

名

人

に 

○野菜作

り名人

に教え

てもら

おう 

○大豆を

植えよ

う 

○大豆を

育てる

こつを

教えて

もらお

う 

○枝豆を

収穫し

よう 

○大豆を

収穫し

よう 

○大豆の

変身 

豆腐作

りの名

人に教

えても

らおう 

町

と

と

も

だ

ち 

○通学路

探検     

○町探検 

東西条

の秘密

を探そ

う 

○友だち

に伝え

よう 

み
ん
な
で
フ 
ェ 
ス
テ 
ィ 
バ
ル 

（太字が重点項目） 

あたたかい心

をとどけよう 

ともだ

ちとい

っしょ 

○フェス

ティバ

ルを成

功させ

るには     

○計画を

立てよ

う 

○みんな

で作ろ

う 

 

一

年

生

と

と

も

だ

ち 

○学校を

案内し

てあげ

よう     

○東西条

の秘密

を教え

てあげ

よう 

 

 

 

 

 

 

○フェス

ティバ

ルに招

待しよ

う 

 

 

 

 

 

 

○おもち

ゃ祭り

に招待

しよう 

がんばって

るね 

読
書
タ
イ
ム 

伝
え
よ
う
感
謝
の
心 

○名人・地

域の人

に感謝

しよう 

○おうち

の人に

感謝し

よう 
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 指導者 東広島市立東西条小学校 山下 房子 

１ 主題設定の理由 

◎ねらいとする価値 
相手の立場に立って考えるということは，言葉の上では知っているが，日常の生活場面においては，自分の気

持ちのみを優先させて，相手を思いやることができなかったり，自分の非に気付かなかったりすることが多い。

思いやりとは，強者の弱者に対する哀れみではない。人間として平等な立場で，相手のことを深く考えることで

ある。低学年の児童にとって，「平等な立場で」の思いやりといっても難しいが，喜んでくれた相手の様子を見

て自分も嬉しくなる体験をすることにより，温かい心で接することや親切にしようとする気持ちが深まってくる

と考える。 
 
 
◎心に響く資料 
主人公の小鳥が激しい風雨の中で，りすのためにぐ

みの実を届けようと精いっぱい努力する姿が描かれて

いる。どうしようかと迷いながらも，困っているりす

を思いやり，飛び立っていった小鳥の心の温かさと強

さに触れ，小鳥に共感させながら，思いやりの心をも

って親切にすることの大切さに気付くことができる資

料である。森の植物や動物の間で交わされる親切な行

為や，お互いに他を思いやる美しい気持ちに触れるこ

とができ，まわりの人たちに優しく親切にしようとす

る心情を育てる上で有効な資料である。相手のことを

我がことのように心配していく気持ちは，児童にも容

易に理解できると考える。嵐の中へ飛び立とうとする

小鳥の気持ちに焦点を当てることによって，価値の自

覚に迫ることができる。 

◎価値の自覚を深める工夫 
展開前段で，迷う気持ちと行くことを決めた小鳥に共

感させるとともに，たどりついた小鳥とりすを役割演技

で対話させることにより，小鳥の満足感を味わわせたい。

それが，展開後段で身近な生活場面での思いやりを振り

返る上で，大切であると考える。相手が困っている時に

手助けができて，互いにうれしくなる気持ちを身の回り

の生活の中から見つけ出していくことで，思いやりの気

持ちをさらに広げていこうとする意欲を高めることがで

きる。 

その気持ちを大切にして，次時の学習で，自分と異な

った考え方や行動の仕方をする友だちに出会っても，助

け合っていこうとする実践意欲が高まるようにつなげて

いくことができるよう，同一の視点でユニットを構成し

た。 
 
◎児童の実態 
本学級の児童は，特に男子に活発な児童が多く，友だちと積極的にかかわり合いながら生活している。必要な

ものがなくて困っていたり，どうしてよいか分からなくて迷っていたりする友だちに対して，声をかけたり手助

けしたりする児童の姿もしばしば見られる。しかしながら，その行動は，自分の気持ちのみを優先させているこ

とが多い。また，仲のよい友だちは助けても，親しくない友だちや見ず知らずの人に対しては，心のブレーキが

かかってしまう児童も見られる。相手の困っている状態を自分のこととして考えることができるようになれば，

まわりの人たちに優しく親切にしようとする気持ちを育てていくことができる。 

第２学年２組 道徳学習指導案 

 
「ぐみの木と小鳥」【ショートユニット】 ２―(２) 思いやり・親切 

出典『あたらしいどうとく』 光文書院  

 

 
        

本時のねらい  

まわりの人たちに優しく親切にしようとする心情を育てる。 

 

次時の価値へと児童の意識の流れを広げる授業  

 



 

 

- 2 - 

２ 次時の主な学習活動と日常の体験活動との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【児童の意識の流れ】 【道徳】 

困っている人がいるよ。何をしたら

いいかな。 

親切にして喜んでもらえてうれしい

な。 

困っている時に優しく接してもらえ

たらうれしいものなんだな。 

友だちと仲良くできるとうれしい

な。 

友だちと仲良くできると楽しいな。 

道徳Ⅱ（10月８日）【次時】 

｢森のともだち｣(東京書籍) 

２－(３)（信頼・友情） 
○ 友だちと互いに仲良く助け合い，励まし合

っていこうとする実践意欲を高める。 
１ 友だちに助けられたことについて話し合う。 
２ 資料｢森のともだち｣を読んで思ったことを

話し合う。 
① 森の動物たちやこんきちについてど

う思いましたか。 
② こんきちを助けたのはどんな気持ち

からでしょうか。 
③ ぴょん子がおおかみに飛びかかられ

た時，動物たちはどう思ったでしょ

う。 
④ こんきちは何が恥ずかしくなったの

でしょうか。 
⑤ こんきちが大声で泣きだしたのはど

うしてでしょうか。 
３ 自分たちの生活の中で，友だちとしてどう

するのが正しいのか考えて行動することにつ

いて話し合う。 
４ 学級の中での事例を知る。 

【日常の体験活動】 

「あたたかい心をとどけよう」 

・ P34～35 を見て「あたたかいこころ」を届ける「ゆうびんやさん」を意識する。P36 を読んだ後，
これからしてあげたいことを考えてP37に記入し，まわりの人々に進んであたたかい心を届けよう

とする意欲を高める。 

「友だちといっしょ」 
・ 道徳Ⅱの授業後P40～41に友だちからもらったパワーや自分があげたパワーを記録し，友だちどう

し励まし合っていこうとする意欲を高める。 

 

【心のノートの活用】 

１年生に親切にしたら喜んでくれた

よ。 

友だちに助けてもらったらうれしい

ものなんだな。 

困っている時には，誰とでも助け合

っていきたいな。 

めざす子ども像：誰とでも仲良く活動する子 

道徳Ⅰ（10月１日）【本時】 
「ぐみの木と小鳥」（光文書院） 

２－（２）(思いやり・親切) 

学級活動 

・にこにこタイム

でみんなが楽し

めるように考え

て遊ぶ。 

ふれあい掃除・ふ

れあいサーキット 

・１年生に教えた     

り，みんなで協

力し合ったりし

て行動する。  

帰りの会 

・しあわせ見つけ

で友だちのよい

ところやうれし

かったことを発

表し合う。 
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３ 本時の指導過程 

 学習活動（主な発問と予想される児童の反応） 指導上の留意点 

導
入 

１ 困っている人を見た体験を話し合う。 

★今までに近所や学校で困っている人を見たことがありますか。 

・重い荷物を持っているお年寄りを見た。 

・１年生がころんで泣いていた。 

 

○見かけた経験を出し合うことにとど

めて，展開後段での話し合いに生か

すようにする。 

展
開
前
段 

２ 資料の前半を読んで，小鳥の気持ちを中心に考える。 

○山かげで病気で寝ているりすを見た時，小鳥はどんなことを思ったでしょう。 

・一人ぼっちでかわいそう。   ・ぐみの木さんも喜んでくれるかな。 

・明日もぐみの実を持ってきてあげよう。 

◎嵐の音を聞きながら，小鳥はどんなことを考えたでしょう。 

・嵐がこわいからやめようかな。 

・りすさんが，待っているだろうな。 

○嵐の中を力をふりしぼって飛んでいる時，小鳥はどんなことを心の中で言っ

ていたでしょう。 

・つらいけれどがんばっていくからね。 

・りすさんに早くなおってほしいからがんばるね。 

３ 資料の後半を読んで話し合う。 

○やっとの思いでたどりついた小鳥とりすはどんな話をしたでしょう。 

小鳥・りすさん，ぐみを持って来ましたよ。これを食べて早く元気になってね。 

・元気になったら，ぐみの木さんに会いに行こうね。 

りす・小鳥さん，ありがとう。嵐の中大変だったでしょう。 

  ・小鳥さん，ありがとう。ここで休んでいってね。  

  ・小鳥さん，ケガはしなかった？わざわざありがとう。 

  ・早く元気になるからね。一緒にぐみの木さんに会いに行ってね。 

 

○導入での困っている人を見た体験を

話し合いにつなげて考えさせる。 

 

○行こうか行くまいか迷う気持ちを引

き出しながら，行くことを決めた小

鳥の気持ちに共感することができる

ように，補助発問をする。 

○相手を思いやって行動する小鳥の気

持ちを語らせる。 

 

 

 

○役割演技をすることで，してもらっ

た嬉しさ，やり終えた喜びの気持ち

が言い表せるようにする。 

展
開
後
段 

４ 自分の生活を振り返る。 
★☆友だちに何かをしてあげたいと思ったことがありますか。 

・消しゴムを忘れた友だちにすぐに貸してあげたら，喜んでもらえたので嬉し

かった。 

・けがをした友だちをすぐに保健室に連れていってあげた。 

・がんばって発表している友だちの意見を最後まで一生懸命聞こうと思った。 

○相手が困っている時に手助けができ

て，お互いに嬉しくなる気持ちを身

の回りの中から見つけ出していくこ

とで，思いやりの気持ちを広げてい

こうとする心情に結びつけられるよ

うにしていく。 

終
末 

５ 「アンパンマン」の絵本の読み聞かせを聞く。 

☆「アンパンマン」のお話を聞きましょう。 

・アンパンマンみたいにみんなに優しくしたいな。 

○誰にでも思いやりの気持ちを持って

接していこうとする心情へとつなげ

ていく。 

○基本発問 ◎中心発問 ★今までの自分を見つめる発問 ☆これからの自分を見つめる発問 

４ 教師の評価の観点 

○道徳的価値（親切・思いやり）を自らとのかかわりでとらえ，相手の立場を考えて行動しようとする心情を高めることが 

できたか。 

○次時の価値へと意識の流れを広げる工夫は有効であったか。 

５ 児童の自己評価の観点 

①小鳥の気持ちになって考えることができたか。 

②しっかり自分の考えを言うことができたか。 

③友だちの考えをしっかり聞くことができたか。
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６ 

資
料 

 

ぐ
み
の
木
と 

小
鳥 

 

 
山
の
上
の
ぐ
み
の
木
が 

ま
っ
か
な
み
を
つ
け
て 

立
っ
て
い
ま

し
た
。 

 

あ
る
日
の
こ
と
、
一
わ
の
小
鳥
が
や
っ
て
き
て
、
ぐ
み
の
木
に
と

ま
っ
て 

い
い
ま
し
た
。 

「
ぐ
み
の
木
さ
ん
、
お
な
か
が
す
い
て
こ
ま
っ
て
い
ま
す
。」 

「
わ
た
し
の
み
で
よ
か
っ
た
ら
、
お
あ
が
り
く
だ
さ
い
。」 

 

小
鳥
は
、
ぐ
み
の
み
を 
お
い
し
そ
う
に
た
べ
ま
し
た
。
ぐ
み
の

木
は
、
そ
の
小
鳥
の
よ
う
す
を
見
て
、
と
も
だ
ち
の
り
す
さ
ん
の
こ

と
を 

お
も
い
だ
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
り
す
さ
ん
が
こ
の
ご
ろ
す

が
た
を
見
せ
な
い
こ
と
を 

小
鳥
さ
ん
に
は
な
し
ま
し
た
。 

「
ぼ
く
が 

り
す
さ
ん
の
よ
う
す
を
見
て
き
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。」 

 

小
鳥
は
、
ぐ
み
の
み
を
い
く
つ
か
く
わ
え
る
と
、
と
び
立
ち
ま
し

た
。 

 

小
鳥
が
い
っ
て
み
る
と
、
り
す
は
び
ょ
う
気
で
ね
て
い
ま
し
た
。

小
鳥
は
、り
す
の
ま
く
ら
も
と
に
ぐ
み
の
み
を
お
い
て
い
い
ま
し
た
。 

「
ぐ
み
の
木
さ
ん
が 

し
ん
ぱ
い
し
て
い
た
よ
。」 

「
あ
り
が
と
う
。」 

 

り
す
は 

す
こ
し
元
気
が
出
て
き
た
よ
う
な
気
も
ち
に
な
り
ま
し

た
。 

 

つ
ぎ
の
日
も
小
鳥
は
、
ぐ
み
の
み
を
く
わ
え
て
、
り
す
の
と
こ
ろ

へ
と
ん
で
い
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
つ
ぎ
の
日
は 

あ
ら
し
で
し
た
。
あ
ら
し
は
や
み
そ
う
も
あ

り
ま
せ
ん
。
小
鳥
は 

じ
っ
と
か
ん
が
え
て
い
ま
し
た
が
、
や
が
て

ぐ
み
の
み
を
く
わ
え
る
と
、
と
び
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
は
げ
し
い

雨
と
か
ぜ
が
小
鳥
の
は
ね
に
あ
た
っ
て
、
い
ま
に
も
じ
め
ん
に
た
た

き
つ
け
ら
れ
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
小
鳥
は
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
と

び
つ
づ
け
ま
し
た
。 

 

や
が
て 

り
す
さ
ん
の
う
ち
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
ま
ど
か
ら
は

り
す
さ
ん
が 

し
ん
ぱ
い
そ
う
に
こ
ち
ら
の
ほ
う
を
見
て
い
る
の
が 

見
え
ま
す
。 

 

小
鳥
は
、
り
す
さ
ん
の
う
ち
め
が
け
て 

ス
ピ
ー
ド
を
あ
げ
ま
し

た
。 

 




